
提

出

者

江

田

憲

司

平
成
十
五
年
三
月
二
十
日
提
出

質

問

第

三

七

号

イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使
の
正
当
性
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使
の
正
当
性
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

米
国
等
に
よ
る
イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使
、
な
ら
び
に
我
が
国
政
府
の
支
持
表
明
に
断
固
反
対
す
る
立
場
か
ら
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
質
問
す
る
。

一

国
連
決
議
一
四
四
一
は
、
川
口
外
務
大
臣
の
予
算
委
で
の
答
弁
に
も
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
は
武
力
行
使
を
容
認
し
て

い
な
い
と
解
す
る
が
、
改
め
て
確
認
を
求
め
る
。

二

湾
岸
戦
争
当
時
の
国
連
決
議
六
八
七
、
六
七
八
を
、
前
提
条
件
や
事
情
が
異
な
る
今
回
の
ケ
ー
ス
に
適
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

三

二
の
答
え
で
、
国
連
決
議
六
七
八
を
今
回
の
ケ
ー
ス
に
も
適
用
で
き
る
と
す
る
場
合
は
、
当
時
の
ベ
ー
カ
ー
米
国
務
長
官

が
、
そ
の
回
顧
録
（T
h
e
P
o
litics

o
f
D
ip
lo
m
a
cy

）
で
、
「
バ
ク
ダ
ッ
ド
ま
で
進
軍
し
て
サ
ダ
ム
フ
セ
イ
ン
政
権
を
倒

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
い
う
議
論
は
「
当
時
も
今
も
ナ
ン
セ
ン
ス
」
と
し
た
上
で
、
「
国
連
決
議
が
多
国
籍
軍
に
認

め
て
い
た
の
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
解
放
だ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
を
尊
重
す
べ
き
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
整
合
性
を

と
る
の
か
。

四

ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
の
、
武
力
行
使
の
正
当
性
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
発
言
（
「
安
保
理
の
支
持
な
し
に
武
力
が
行
使

一



さ
れ
れ
ば
、
そ
の
正
当
性
に
疑
問
」
と
い
う
発
言
；
三
月
十
七
日
）
、
武
力
行
使
開
始
に
対
す
る
「
強
い
遺
憾
の
意
」
の
表

明
（
三
月
二
十
日
）
を
、
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。
国
連
憲
章
違
反
、
国
際
法
違
反
を
指
摘
し
た
も
の
で
は
な
い
の
か
。

五

四
の
答
え
で
、
あ
く
ま
で
も
国
連
憲
章
に
違
反
し
な
い
と
強
弁
す
る
な
ら
、
一
般
論
と
し
て
、
国
連
決
議
の
公
定
解
釈
権

は
誰
（
ど
こ
）
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
加
盟
国
が
勝
手
に
解
釈
す
れ
ば
い
い
の
か
。
米
国
や
日
本
に
あ
る
の
か
。

六

小
泉
首
相
の
国
会
報
告
（
三
月
二
十
日
）
で
は
、
「
米
国
が
国
際
社
会
の
大
義
に
従
っ
て
大
き
な
犠
牲
を
払
お
う
と
し
て

い
る
時
」
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
が
、
「
国
際
社
会
の
大
義
」
と
誰
が
規
定
し
た
の
か
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
国
連
安
保
理

で
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。

七

前
回
の
私
の
質
問
主
意
書
で
の
政
府
答
弁
（
内
閣
衆
質
一
五
六
第
二
六
号
）
で
は
、
「
武
力
行
使
は
最
後
の
手
段
」
と
さ

れ
て
い
る
が
、
ブ
リ
ク
ス
委
員
長
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
国
連
監
視
検
証
査
察
委
員
会
に
よ
る
査
察
が
不
十
分
な
が
ら
有
効

に
機
能
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
戦
闘
な
し
に
大
量
破
壊
兵
器
が
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
が
・
・
・
不
可
能
な
状
況
」

（
小
泉
首
相
の
国
会
報
告
）
と
断
じ
た
理
由
は
何
か
。

八

国
連
安
保
理
の
討
議
を
打
ち
切
り
、
ま
た
安
保
理
理
事
国
の
う
ち
四
カ
国
し
か
明
確
な
賛
成
が
得
ら
れ
な
い
中
で
の
武
力

行
使
へ
の
支
持
表
明
は
、
我
が
国
外
交
の
基
軸
で
あ
る
「
国
連
中
心
主
義
」
を
放
棄
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。
今
回
の
米

二



国
支
持
表
明
は
、
国
連
よ
り
日
米
同
盟
を
優
先
し
た
結
果
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

九

武
力
行
使
は
、
「
自
衛
戦
争
」
か
「
国
連
で
認
め
ら
れ
た
場
合
」
に
限
る
と
い
う
原
則
が
崩
れ
た
、
あ
る
い
は
、
少
な
く

と
も
そ
う
認
識
し
て
い
る
国
家
が
多
い
中
で
、
今
後
、
自
分
勝
手
な
大
義
を
掲
げ
て
、
民
族
や
宗
教
等
に
起
因
す
る
地
域
紛

争
や
テ
ロ
行
為
が
多
発
す
る
危
険
性
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

十

前
記
質
問
主
意
書
に
対
す
る
政
府
答
弁
で
、
我
が
国
へ
の
テ
ロ
等
の
脅
威
に
つ
い
て
、
「
現
時
点
で
予
断
す
る
こ
と
は
差

し
控
え
た
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ラ
ク
攻
撃
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
今
、
政
府
の
見
解
を
改
め
て
問
う
。
我
が
国
の

安
全
に
対
す
る
脅
威
が
高
ま
っ
た
と
い
う
認
識
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
具
体
的
な
対
応
策
如
何
。

十
一

前
出
ベ
ー
カ
ー
氏
は
、
そ
の
回
顧
録
で
、
「
最
優
先
で
配
慮
し
た
の
は
、
イ
ラ
ク
の
レ
バ
ノ
ン
化
を
避
け
た
い
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
も
し
イ
ラ
ク
が
レ
バ
ノ
ン
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
地
政
学
的
な
悪
夢
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

フ
セ
イ
ン
政
権
に
対
抗
す
る
組
織
的
な
野
党
も
な
い
状
況
で
、
終
戦
後
、
こ
の
よ
う
な
内
戦
状
態
激
化
へ
の
懸
念
を
ど
う
払

拭
し
て
い
く
の
か
。

十
二

湾
岸
戦
争
時
と
異
な
り
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
大
勢
が
反
対
す
る
中
で
の
武
力
行
使
で
、
こ
れ
ま
で
中
東
和
平
の
プ
ロ
セ
ス

に
実
質
的
に
主
導
権
を
と
っ
て
き
た
米
国
の
中
立
性
が
さ
ら
に
疑
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
遺
症
を
ど
う
み
る

三



か
。
今
後
、
意
義
あ
る
中
東
和
平
実
現
の
役
割
を
誰
が
ど
う
担
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
か
。

十
三

小
泉
首
相
の
国
会
報
告
で
は
「
戦
闘
が
一
刻
も
早
く
・
・
・
終
結
す
る
こ
と
を
心
か
ら
望
ん
で
い
ま
す
」
と
さ
れ
た

が
、
戦
争
終
結
に
向
け
た
国
連
安
保
理
決
議
の
提
案
等
、
我
が
国
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
外
交
努
力
を
し
て
い
く
の

か
。

右
質
問
す
る
。

四


